
京都府 中丹医療圏における平成 30年度病床機能報告 速報値 
 

病床の機能区分 

病床機能報告（中 丹） 

（H30.7.1現在） 

病床機能報告（綾部市） 

（H30.7.1現在） 

将来推計 

分析前 分析後 増減 分析前 分析後 増減 
国推計値 

令和７年(2025年) 

地域包括ケア構

想の目標 

高度急性期 ７０ ７０ 3.32%      11.10% 〇回復期・慢性期

機能を充実 急性期 １０５４ １０１０ 47.91% ▲４４ １９９ １９９ 50.90%  38.26% 

回復期 

小計 ５１６ ５６０ 26.57% ４４ １４９ １４９ 38.11%  33.62% 

地域急性期（仮）  ( ４４)        

回復期 (５１６) (５１６)   （１４９）     

慢性期 ３９９ ３９９ 18.93%  ４３ ４３ 11.00%  17.02% 

休棟中等 ６９ ６９ 3.27%      ― 

合計 ２１０８ ２１０８ 100.00%  ３９１ ３９１ 100.00%  100.00% ２２０５ 

 

  



綾部市立病院 【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値 12％未満)】 
 
平成 30年度の病床機能報告                                               

病棟名 

平成３０年７月１日時点 入院基本料・特定入院料 
一般病棟用の重症

度、医療・看護必

要度を満たす患者

割合 

京都方式 

分析結果 
医療機能 

許可 

病床数 
 病室単位 

３Ａ病棟 急性期 ５０ 急性期一般入院料１  44.6  急性期 ５０ 

５Ａ病棟 急性期 ５０ 急性期一般入院料１  31.6  急性期 ５０ 

３Ｂ病棟 急性期 ５６ 急性期一般入院料１ 
小児入院医療管理料４ 

（４７床） 
45.3  急性期 ５６ 

４Ａ病棟 回復期 ５０ 
地域包括ケア病棟入院

料２ 
 10.8  回復期 ５０ 

（〇：地域急性期（仮）とみなす） 
 

病床の機能区分 分析前 分析後 増減 

高度急性期    

急性期 １５６ １５６  

回復期 ５０ ５０  

慢性期    

休棟中等    

合計 ２０６ ２０６  
 

  



公益社団法人京都保健会京都協立病院 【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値 12％未満)】 
 
平成 30年度の病床機能報告 

病棟名 

平成３０年７月１日時点 入院基本料・特定入院料 
一般病棟用の重症

度、医療・看護必

要度を満たす患者

割合 

京都方式 

分析結果 
医療機能 

許可 

病床数 
 病室単位 

４階病棟 回復期 ５２ 急性期一般入院料５ 
地域包括ケア入院医療

管理料１（３４床） 
21.8  回復期 ５０ 

３階病棟 
回復期 

(医療療養病床) 
４７ 

回復期リハビリテーシ

ョン病棟入院料４ 

 
―  回復期 ４７ 

（〇：地域急性期（仮）とみなす） 
 

病床の機能区分 分析前 分析後 増減 

高度急性期    

急性期    

回復期 ９９ ９９  

慢性期    

休棟中等    

合計 ９９ ９９  
 

  



医療法人綾冨士会 綾部ルネス病院 【京都方式区分：区分Ｄ(４病棟以下、重症度のしきい値 12％未満)】 
 
平成 30年度の病床機能報告                                      

病棟名 

平成３０年７月１日時点 入院基本料・特定入院料 
一般病棟用の重症

度、医療・看護必

要度を満たす患者

割合 

京都方式 

分析結果 
医療機能 

許可 

病床数 
 病室単位 

Ａ病棟 急性期 ４３ 急性期一般入院料６ 
 

 
36.8  急性期 ４３ 

Ｂ病棟 慢性期 ４３ 
障害者施設等１０対１

入院基本料 

 

 
―  慢性期 ４３ 

（〇：地域急性期（仮）とみなす） 
 

病床の機能区分 分析前 分析後 増減 

高度急性期    

急性期 ４３ ４３  

回復期    

慢性期 ４３ ４３  

休棟中等    

合計 ８６ ８６  
 


